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（
昭
61
文
）
は
30
年
以
上
に

わ
た
り
高
校
の
教
壇
に
立
つ

現
役
の
英
語
教
諭
。
豊
か
な

指
導
経
験
を
生
か
し
、
ゲ
ー

ム
感
覚
で
楽
し
く
学
べ
る
英

語
学
習
本
を
こ
れ
ま
で
数
多

く
出
版
し
て
き
た
。

　
最
新
作
の
本
書
も
「
英
語

嫌
い
を
克
服
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
は
英
語
に
興
味
を

持
つ
こ
と
が
大
切
」
と
語
る

著
者
な
ら
で
は
の
創
意
工
夫

と
遊
び
心
に
あ
ふ
れ
る
一
冊

だ
。
指
定
の
文
字
数
の
語
句

を
つ
な
げ
て
い
く
「
英
単
語

の
し
り
と
り
」
や
、
10
×
10

の
マ
ス
目
に
配
置
さ
れ
た
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
中
か
ら
英

単
語
を
見
つ
け
出
す
「
英
単

語
探
し
」
な
ど
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
パ
ズ
ル
や
ク
イ
ズ
が

全
１
０
０
問
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学

校
で
の
英
語
教
育
が
本
格
的

に
始
ま
っ
た
。
小
学
校
で
覚

え
た
い
約
６
０
０
の
英
単
語

を
収
録
し
、
学
力
に
応
じ
て

問
題
の
難
易
度
を
選
べ
る
本

書
は
、
授
業
の
本
題
に
入
る

前
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
ま
た
は
宿
題
の
教

材
と
し
て
も
便
利
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。（
明
治

図
書
出
版
・
２
１
０
０
円
＋

税
）

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で

緑
鳳
学
会
開
催

　
本
学
出
身
の
研
究
者
で
つ

く
る
緑
鳳
学
会
（
近
江
吉
明

会
長
）
の
第
29
回
大
会
が
10

月
24
日
、
開
催
さ
れ
た
。
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開

催
と
な
っ
た
。

　
大
会
は
研
究
発
表
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
２

部
構
成
。
博
士
後
期
課
程
の

学
生
に
よ
る
研
究
発
表
は
島

根
県
か
ら
、
４
人
の
研
究
報

告
は
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

宮
城
県
、
兵
庫
県
か
ら
発
信

さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で

は
の
全
国
を
縦
断
す
る
開
催

と
な
っ
た
。

　
近
江
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

　
森
や
草
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
作
品
が
人
気
の
陶
芸
作
家
・

藤
本
さ
ん
。
創
作
活
動
の
原
点

は
幼
少
期
に
あ
り
、
昔
か
ら
絵

を
描
い
た
り
物
を
作
っ
た
り
す

る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
と
い

う
。
益
子
焼
の
窯
元
を
営
む
両

親
の
影
響
で
陶
芸
に
も
自
然
と

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
が
、

本
格
的
に
陶
芸
家
を
志
す
の
は

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
。「
ビ

ジ
ネ
ス
を
学
べ
ば
将
来
生
か
せ

る
か
も
」
と
考
え
、
大
学
で
は

経
営
学
を
専
攻
し
た
。

　
大
学
時
代
は
密
度
の
濃
い

日
々
を
過
ご
し
た
。
新
聞
奨
学

生
と
し
て
朝
夕
刊
の
配
達
、
授

業
、
野
球
サ
ー
ク
ル
の
活
動
｜

｜
。
寝
る
間
も
な
い
ほ
ど
忙
し

く
体
力
的
に
も
ハ
ー
ド
な
４
年

間
だ
っ
た
が
、「
限
ら
れ
た
時

間
を
上
手
に
や
り
く
り
す
る
方

法
と
、
逆
境
に
く
じ
け
な
い
精

神
力
が
身
に
つ
い
た
」
と
笑
顔

で
振
り
返
る
。

　
卒
業
後
は
一
般
企
業
に
就

職
。
異
な
る
世
界
を
経
験
し
た

こ
と
で
作
陶
へ
の
思
い
が
高
ま

り
、
26
歳
に
し
て
陶
芸
家
と
し

て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
べ

く
、
益
子
町
内
の
製
陶
所
に
転

職
し
た
。「
こ
の
時
点
で
は
ま
っ

た
く
の
初
心
者
だ
っ
た
」
藤
本

さ
ん
は
基
礎
か
ら
作
陶
を
学
び

つ
つ
、
独
立
志
望
の
同
年
代
の

仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
。「
自
分

が
進
む
べ
き
道
（
作
風
）」の
手

応
え
を
得
て
、

35
歳
の
と
き
に

念
願
の
独
立
を

果
た
す
。
不
安

も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
以
上
に
前

向
き
な
気
持
ち

が
強
く
、
家
族

も
背
中
を
押
し

て
く
れ
た
。

　
独
立
を
機
に

意
欲
的
に
取
り

組
み
始
め
た
の

が
「
い
っ
ち
ん
」
だ
。「
い
っ
ち

ん
」
と
は
、
筆
の
代
わ
り
に
ス

ポ
イ
ト
を
使
い
、
ケ
ー
キ
の
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
要
領
で
泥
を

絞
り
出
し
て
絵
付
け
す
る
技
法

の
こ
と
。
描
い
た
絵
に
布
を
押

し
当
て
潰
す
こ
と
で
生
ま
れ
る

独
特
の
風
合
い
が
、
藤
本
さ
ん

の
作
品
の
特
徴
の
一
つ
。「
陶

芸
の
魅
力
は
、
自
分
が
作
っ
た

作
品
を
多
く
の
方
に
暮
ら
し
の

な
か
で
使
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
」。だ
か
ら
こ
そ
作
陶
に
際
し

て
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
さ
と

使
い
や
す
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
常

に
意
識
し
て
い
る
と
い
う
。

　
そ
ん
な
藤
本
さ
ん
の
作
品

は
、
神
田
10
号
館
１
階
に
併
設

さ
れ
た
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ 

- 

Ｋ
ａ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ
」
で
も
使
わ
れ

て
い
る
。
深
い
青
色
で
幻
想
的

な
夜
の
森
を
表
現
し
た
コ
ー
ヒ

ー
カ
ッ
プ
な
ど
、
詩
情
豊
か
で

温
か
み
の
あ
る
作
品
で
飲
食
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
感
じ

る
の
は
日
常
の
あ
り
が
た
み
。

今
後
も
変
わ
ら
ず
に
作
陶
を
続

け
て
い
け
れ
ば
幸
せ
」
と
話
す

藤
本
さ
ん
。
専
大
時
代
に
培
っ

た
不
屈
の
姿
勢
で
、
こ
れ
か
ら

も
ひ
た
む
き
に
作
陶
の
道
を
歩

み
続
け
る
。

芸術性と実用性の両立めざす

藤
ふ じ

本
も と

左
さ

近
こ ん

さん （平14経営）
益子焼の陶芸作家

【あいちＵＩＪターン支援センター】https://www.uij-aichi.jp/

【ヤング・ジョブ・あいち】 https://www.pref.aichi.jp/yja/

器
や
織
物
等
の
伝
統
産
業
か

ら
、
航
空
宇
宙
な
ど
の
先
端

産
業
に
至
る
ま
で
、
キ
ラ
リ

と
光
る
技
術
を
も
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
モ
ノ
づ
く
り
産
業
が

発
展
し
た
、
世
界
有
数
の
産

業
集
積
地
で
す
。

　
日
本
一
の
産
業
県
と
し
て

安
定
し
た
経
済
基
盤
が
あ

り
、
働
く
場
が
多
い
こ
と
が

愛
知
県
の
強
み
で
も
あ
り
ま

す
。
通
勤
時
間
は
東
京
圏
よ

り
１
日
あ
た
り
30
分
以
上
短

く
、
給
与
水
準
も
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
、
働
き
や
す

く
、
住
み
や
す
い
県
で
す
。

　
さ
ら
に
、
２
０
２
７
年
の

リ
ニ
ア
開
通
に
向
け
て
、
名

古
屋
の
中
心
部
に
は
商
業
・

文
化
・
娯
楽
施
設
な
ど
の
集

積
が
進
ん
で
お
り
、
22
年
秋

の
開
業
を
目
指
す
「
ジ
ブ
リ

パ
ー
ク
」
な
ど
、
愛
知
の
魅

力
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
味
噌
か
つ
、

小
倉
ト
ー
ス
ト
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
「
な
ご
や
め
し
」
な
ど

独
特
の
食
文
化
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
ま
す
。

　
愛
知
県
で
は
、
こ
う
し
た

魅
力
を
伝
え
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
就
職
を
考
え
て
い
た
だ
く

た
め
、
東
京
と
名
古
屋
で

「
あ
い
ち
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
運
営
し
、

愛
知
で
の
就
職
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
豊
富
な
県
内
企
業

情
報
の
提
供
や
、
模
擬
面

接
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作

成
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
専

任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

個
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、

就
活
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー

や
、
県
内
企
業
へ
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
も
開
催
し

て
い
ま
す
。
個
別
相
談
や
セ

ミ
ナ
ー
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
遠

く
か
ら
で
も
気
軽
に
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　
愛
知
は
、
地
元
出
身
の
学

生
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

広
く
、
全
国
か
ら
人
材
を
受

け
入
れ
る
こ
と
で
発
展
し
て

い
る
県
で
す
。
ぜ
ひ
、
多
く

の
方
に
愛
知
に
来
て
い
た
だ

き
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
は
、
国
土
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
大
都
市
圏
で

あ
る
一
方
、
森
林
や
農
地
の

割
合
も
高
く
、
緑
も
豊
か

で
、
高
速
道
路
、
新
幹
線
、

名
古
屋
港
、
中
部
国
際
空
港

な
ど
、
陸
海
空
の
交
通
条
件

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
全
国
ど
こ
へ
で
も
行
き

や
す
い
県
で
す
。

　
ま
た
愛
知
と
い
え
ば
、

〝
製
造
品
出
荷
額
等
が
42
年

連
続
で
日
本
一
〞、
自
動
車

産
業
で
有
名
で
す
が
、
陶
磁

産
業
力
日
本
一
の
愛
知
で
働
く
・
く
ら
す

小
学
校
英
語
教
科
書
単
語

パ
ズ
ル
＆
ク
イ
ズ
１
０
０

吉
田
文
典

著

　
著
者
の
吉
田
文
典
さ
ん

＜校友＞

A  国際交流の推進支援
01 海外留学支援募金
02 外国人留学生支援募金
03  日本・ラオスプロジェクト
事業募金

B  学生スポーツ活動の振興
04 学生スポーツ活動支援募金
046 箱根駅伝出場応援募金

C  学生への経済的支援
05 経済支援奨学生募金
06 学術奨励奨学生等支援募金
07 古本募金

D  キャリアデザインプログラム
 充実支援
08  キャリアデザインプログラム
充実支援募金

E  学生のボランティア活動支援
09 学生ボランティア活動支援募金

F  多目的ホール・シート募金
 及びチェア募金
10 多目的ホール・シート募金
11 チェア募金

G  教員の研究活動支援
12 奨学寄付

H  その他
13 その他使途を特定しない支援

募金目的

　本学が進めている事業のうち、右記のＡ～Ｈの８項目を募金目的
の柱としています。また、それぞれの募金目的について、具体的に
使途を明示しております。これにより皆様が、本学の活動のうち、
より強化・充実させたいと思われるものを具体的に指定し、支援す
ることができる仕組みとなっております。皆様のご支援・ご協力の
ほど、よろしくお願いいたします。
　募金の詳細につきましては、ホームページ等をご覧く
ださい。

専修大学・石巻専修大学
「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」推進募金

専修大学募金局 T E L : 03・3265・3157
E-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp

20
年
度
春
の
叙
勲

◇
瑞
宝
単
光
章

中
山
進
氏
（
昭
46
法
・
千

葉
）
危
険
従
事
者
叙
勲
・
警

察
功
労

後
、
横
井
里
保
さ
ん
（
院
博

法
３
）
が
ア
メ
リ
カ
の
連
邦

遺
産
税
に
つ
い
て
研
究
発
表

を
行
っ
た
。

　
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
で
は
統
一
テ
ー
マ
の

「
多
発
す
る
自
然
災
害
を
学

際
的
に
問
う
」
に
基
づ
き
、

４
人
の
研
究
報
告
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
視
点
か

ら
活
発
な
意
見
交
換
を
画
面

越
し
に
行
っ
た
。

海
外
留
学
・

国
際
交
流
フ
ェ
ア

　オンラインで開催。本学の留学プログラムや講座についての
説明、実際に留学した学生の体験談などを聞くことができる。個
別相談もあり。23日（月）～ 27日（金）の昼休み、オンラインでプ
レイベントも開催する。
▽日時＝11月28日（土）10 ～ 12時
▽参加・視聴方法＝Google Meet。詳しくはポータルや国際交流
事務課のサイト（https://www.senshu-u.ac.jp/global/）でお
知らせする。

旴 国際交流事務課　☎ 044・911・1250
　　　　　　　　　 ✉ iaffairs@acc.senshu-u.ac.jp

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

Ｐ
Ｂ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
報
告
会

旴 キャリア形成支援課 ☎ 044・911・7189
✉ career@acc.senshu-u.ac.jp

◆専大ベンチャービジネスコンテスト プレゼンテーション大会
　　　　　11 ／ 28（土）12：30 ～ 17：30
◆専修リーダーシップ開発プログラム最終報告会
　　　　　12 ／ 17（木）16：45 ～ 18：30
◆課題解決型インターンシップ成果発表会
　　　　　12 ／ 22（火）9：00 ～ 23：59　※YouTubeで限定公開

　学生が主体的に社会課題に挑戦する課題解決型学習（ＰＢ
Ｌ）の成果を発表する報告会が下記の日程で開催される。オン
ラインで視聴できるが、視聴方法などについては、キャリア
形成支援課のサイト（https://www.senshu-u.ac.jp/career/
careerdesign/pbl-program/）でお知らせする。

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催


